
数字で見る被災地
①がれき処分量（処理率）
②県外避難者数（５月１０日との比較）

岩
手
県 

復
旧･

復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
発
表

子
ど
も
被
災
者
支
援
法
成
立

子
ど
も
、
妊
婦
の
医
療
費
減
免
や

避
難
移
動
の
支
援
を

要
な
内
容
に
触
れ
ら
れ

る
環
境
を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
交
流
活
動
促

進
を
図
る
た
め
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
研
修
の
場

と
し
て
も
提
供
を
予
定

し
て
お
り
、
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

岩手県
①６３．７万トン
	 （１２．１％）
②１５６３人
	 （ー２０人）

宮城県
①	２３６．８万トン
	 （２０．５％）
②８３３０人
	 （－１０１人）
福島県
①	２０．０万トン
	 （１０.０％）
②	６２０８４人
	 （＋４６人）

※①５月 3 １日現在、環境省　②６月１３
日現在、復興庁

　

岩
手
県
は
11
日
、
県
民
生
活
に
身
近
な
社
会
資
本
主
要
５
分
野
に
つ
い
て
、
復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
発
表
し
た
。
今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
、
主
要
な
事
業
箇
所
名
称
お
よ
び
県
内
位
置
図
、
そ
し
て
整

備
目
標
お
よ
び
年
度
別
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
記
載
し
た
総
括
工
程
表
。
県
は
、
７
月
下
旬
に
も

市
町
村
ご
と
の
詳
細
を
記
載
し
た
市
町
村
別
工
程
表
を
発
表
す
る
予
定
だ
。

　

発
表
さ
れ
た

復
旧
・
復
興
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
県
民
生
活

に
身
近
な
社
会

資
本
と
し
て
、

海
岸
・
復
興
ま

ち
づ
く
り
・
復

興
道
路
・
復
興

公
営
住
宅
・
漁

港
の
５
分
野
が

取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
主
要

な
事
業
箇
所
及

び
年
度
別
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
た
。

　

海
岸
整
備
に

つ
い
て
は
、
一

般
海
岸
、
農
地
海
岸
、
漁
港
海

岸
な
ど
に
つ
い
て
、
水
門
や
防

潮
堤
の
整
備
を
２
０
１
５
年
ま

で
に
終
了
さ
せ
る
計
画
。
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
県
内
11

市
町
村
に
お
け
る
主
要
33
事
業

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
復
興
公
営
団
地
に
つ

い
て
、釜
石
市
に
１
０
４
９
戸
、

陸
前
高
田
市
に
１
０
０
０
戸
な

ど
、
県
全
体
で
約
５
３
０
０
戸

が
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
整
備

さ
れ
る
予
定
だ
。

　

今
回
の
復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
実
現
性
の
見
え
や

す
い
か
た
ち
で
わ
か
り
や
す
く

図
表
化
さ
れ
た
点
が
特
徴
的

だ
。
復
興
公
営
住
宅
の
工
程
表

で
は
、
入
居
予
定
年
度
を
は
じ

め
直
接
建
設
や
買
い
取
り
等
の

整
備
手
法
、
お
よ
び
木
造
や
Ｒ

Ｃ
造
等
の
想
定
す
る
構
造
ま
で

記
載
さ
れ
た
。
漁
港
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
防
波
堤
や
岸
壁

の
高
さ
等
が
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
る
。

　

達
増
（
た
っ
そ
）
拓
也
岩
手

県
知
事
は
記
者
会
見
で
「
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
被
災
者
の
方
々
の

今
後
の
生
活
設
計
、
再
建
等
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
発
言
。

こ
れ
ま
で
県
民
に
見
え
づ
ら
か

っ
た
復
興
計
画
と
そ
の
進
捗
を

可
視
化
し
、
わ
か
り
や
す
い
か

た
ち
で
定
期
的
に
提
供
す
る
。

　

岩
手
県
大
槌
町
は
６

月
30
日
、
町
内
シ
ー
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
マ
ス
ト
２

階
に
「
大
槌
町
復
興
ま

ち
づ
く
り
情
報
プ
ラ

ザ
」
を
開
設
す
る
。
今

後
、
復
興
に
向
け
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
が

本
格
化
す
る
に
あ
た
っ

　

６
月
21
日
、
衆
議
院
本
会
議

で
、
原
子
力
事
に
よ
る
子
供
・

被
災
者
支
援
法
が
全
会
一
致
で

可
決
、
成
立
し
た
。

　

同
法
律
で
は
、
原
子
力
災
害

に
お
い
て
、
原
子
力
政
策
を
推

進
し
て
来
た
国
に
社
会
的
責
任

が
あ
る
と
規
定
。
一
定
の
線
量

以
上
の
放
射
線
被
ば
く
が
予
想

復興まちづくり
情報プラザ開設

て
、
町
民
に
対
し
て
よ

り
き
め
細
か
い
情
報
を

提
供
し
、
復
興
事
業
を

加
速
さ
せ
る
。

　

施
設
内
に
は
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

パ
ネ
ル
や
模
型
を
設
置

す
る
。
ま
た
復
興
に
対

す
る
相
談
員
も
配
備
し
、

町
民
が
必
要
な
時
に
必

大
槌
町
に
お
け
る
情
報
発
信
の
拠
点
へ

２
０
１
５
年
度
ま
で
に
復
興
公
営
住
宅
５
３
０
０
戸

さ
れ
る
「
支
援
対
象

地
域
」
か
ら
の
避
難
、

居
住
、
帰
還
と
い
っ

た
選
択
を
、
被
災
者

自
ら
が
行
え
る
よ
う

国
が
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め

た
。「
避
難
の
権
利
」

が
法
的
に
規
定
さ
れ

る
の
は
初
め
て
。

　

ま
た
、
支
援
対
象

と
な
る
子
ど
も
や
妊

婦
に
対
し
て
は
、
一

生
涯
に
わ
た
る
健
康

そ
れ
に
よ
り
、
県
民
が
希
望
を

持
っ
て
自
身
の
復
旧
・
復
興
に

進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

達
増
県
知
事
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

発
表
の
意
義
を
、
こ
の
よ
う
に

強
調
し
た
。

診
断
の
実
施
や
医
療
費
を
減
免

す
る
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

同
法
律
は
、
昨
年
よ
り
与
野

党
そ
れ
ぞ
れ
で
議
論
が
開
始
さ

れ
、
今
年
に
な
り
協
議
を
重
ね

内
容
が
一
本
化
さ
れ
た
超
党
派

の
議
員
立
法
と
な
っ
た
。
法
案

成
立
に
向
け
て
は
多
く
の
市
民

団
体
、
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
署
名
活
動
な
ど
で
協
力
し
た
。

　

今
後
は
、
同
法
案
に
規
定
の

な
い
支
援
対
象
地
域
の
具
体
的

範
囲
の
設
定
や
、
個
別
施
策
の

実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
福

島
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
法
律

家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（SAFLAN

）」

や
「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か

ら
守
る
福
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

な
ど
の
団
体
は
、
放
射
線
被
ば

く
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
の
地
域
を
支
援
対
象
地
域
と

す
る
よ
う
共
同
声
明
を
発
表
し

て
い
る
。

情報プラザのイメージ図

海岸

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

一般海岸・
港湾海岸

応急対策

応急対策

事業準備・住民合意
（復興計画策定等）

応急対策 防潮堤の復旧・整備

防潮堤・防災林の復旧・整備

水門等の復旧・整備

水門等の復旧・整備

事業計画手続き等（都市計画決定等）

用地・工事の推進（２０１８年度までに計３４箇所を供用予定）

調査・設計・工事等（逐次完了し、概ね５年での完了を目指す）

工事（２０１４年度までに約３０００戸の整備を完了）

工事（２０１５年度までに約２３００戸の整備を完了）

漁港災害復旧工事（防波堤、岸壁等の復旧・整備）

用地

応急対策

用地

設計

施工準備（構造設計等）

設計

工事進捗にあわせ順次住宅建設

測量、設計、用地買収等を行い、順次工事に着手（新規着手）（新規着手）

（事業中）

（県施行）

（市町村
　施行）

施工準備（堤防設計等）

施工準備（堤防設計等）

施工準備

施工準備
（設計・用地等）

堤防本復旧、新設

水門機能強化（水門の遠隔操作化等を逐次完了し、２０１８年度までに全て完了）

５４海岸で堤防・水門
の復旧・新設
１８６基の水門の
機能強化

１６海岸で防潮堤・
防災林の復旧・整備

３０基の水門の
復旧・整備
２５海岸で防潮堤の
復旧・整備
２９９基の水門等の
復旧・整備
２１地区で実施

４３地区で実施

８地区で整備

３０地区で実施

１路線の２箇所

１２路線の２５箇所

１４路線の１５箇所

県及び市町村で
計約５３００戸を整備

３１の県管理漁港で
防波堤、岸壁を
復旧・整備

漁港海岸

土地区画整理

防災集団移転

津波復興拠点

復興道路

復興支援道路

復興関連道路

漁業集落防災
機能強化

復興
まちづくり

復興道路

復興公営
住宅

漁港

農地海岸・
林野海岸
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●大和証券フェニックスジャパン
	 ・プログラム２０１２

【対象団体】岩手県、宮城県、福島県等に
おいて被災者の生活再建を長期的な視点
で支援する「現地ＮＰＯ」で、特に次の目
的をもつものを重視。（１）災害孤児、障
がい者、難病患者や高齢者、生活困窮者
など、社会的に弱い立場にある被災者の生
活再建を支援（２）被災者の安心・安全な居住・生活基盤の再
建を目指した復興まちづくりを支援。

【助成期間】２０１２年１０月～２０１３年９月の１年間（毎年の応
募と選考により継続助成も行う予定）

【助成金額】１件あたり５００万円以内
【応募方法】申請書をホームページからダウンロード、必要事

項を記入の上、郵送
【応募期間】７月２０日（金）～８月１日（水）必着
【ＨＰ】http://www.jnpoc.ne.jp/?p=2782
【問い合わせ】特定非営利活動法人　市民社会創造ファンド「大

和証券フェニックスジャパン・プログラム」事務局（担当：神山）
℡：03（3510）1221、FAX: 03（3510）1222

●公益財団法人ユニベール財団
	 「東日本大震災支援プログラム」

【対象団体】特に次の項目に該当する団体。１．被災地でここ
ろのケア・傾聴ボランティアとして活動をしている団体、２．被
災地から県外に避難を余儀なくされた方々を対象に、こころの
ケア・傾聴ボランティアとして活動をしている団体、３．上記の
団体のうち次の条件を満たした団体ⅰ）応募に際して、地元社
会福祉協議会の推薦を得ること。ⅱ）団体として、既に一年以
上の活動実績があること。

【助成金額】上限５０万円／年、最長３年間
【提出書類】ホームページから申請書をダウンロード
【応募方法】郵送
【応募締切】７月３１日（火）１７時必着
【ＨＰ】http://www.univers.or.jp/grant/grant.html#book2
【問い合わせ】公益財団法人ユニベール財団℡：03（3350）

9002、FAX：03（3350）9008

　

被
災
地
に
続
々
と
仮
設
商

店
街
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

規
模
は
数
店
舗
の
も
の
か
ら

50
店
舗
を
越
え
る
も
の
ま
で

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
地
元
で
復

興
し
よ
う
と
い
う
想
い
は
共

通
し
て
い
る
。

　

陸
前
高
田
に
あ
る
『
陸
前

高
田
未
来
商
店
街
』
も
、
そ

ん
な
想
い
を
持
っ
た
仮
設
商
店

街
の
一
つ
だ
。
現
在
は
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
と
い
う
か
た
ち
で
４

店
舗
が
営
業
中
で
あ
る
。
最

初
に
オ
ー
プ
ン
し
た
２
店
舗

の
う
ち
の
一
つ
、『
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ロ
ペ
㈱
東
京
屋
』
を
経
営

す
る
小
笠
原
修
さ
ん
は
、
陸

前
高
田
駅
通
り
商
店
街
に
構

え
て
い
た
52
年
続
く
店
を
津

波
で
失
っ
た
。
倉
庫
と
自
宅

も
失
っ
た
が
「
住
み
慣
れ
た

陸
前
高
田
で
や
れ
る
な
ら
頑

張
っ
て
み
よ
う
」
と
地
元
で
の

店
舗
再
建
を
決
断
。
高
田
町

の
被
災
商
店
主
と
協
同
し
、

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て
全
国
か
ら

支
援
を
募
る
な
ど
し
て
、
２

月
14
日
に
営
業
再
開
に
漕
ぎ

つ
け
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
は
「
未
来
商

店
街
を
陸
前
高
田
に
お
け
る

商
店
街
の
核
に
し
た
い
」
と

意
欲
的
だ
。
ほ
か
に
も
、
住

民
が
集
っ
て
憩
え
る
場
に
し
た

い
な
ど
、
商
店
街
へ
の
夢
は
尽

き
な
い
。
未
来
商
店
街
は
、

商
店
街
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
た
め
、
東
京
大
学
の

小
泉
秀
樹
准
教
授
（
都
市
工

学
専
攻
）
ら
と
共
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。
商
店

主
た
ち
が
集
ま
っ
て
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
意
見
交
換
を
行
い
、

東
大
を
中
心
と
し
た
専
門
家

チ
ー
ム
が
ニ
ー
ズ
の
整
理
を

行
う
。
こ
の
よ
う
な
専
門
家

の
協
力
も
「
上
手
く
利
用
し

て
い
き
た
い
」
と
、
小
笠
原

さ
ん
は
意
気
込
む
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る 

　

 

活
気
あ
る
商
店
街
に

　

未
来
商
店
街
の
よ
う
な
仮

設
商
店
街
の
抱
え
る
課
題
の

な
か
で
も
、
建
設
・
設
置
の

遅
れ
は
深
刻
だ
。
小
泉
准
教

授
は
「
仮
設
に
も
か
か
わ
ら

ず
１
年
以
上
経
っ
て
も
ま
だ

完
成
し
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

仮
設
が
建
た
な
い
と
い
う
こ
と

は
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い
う

こ
と
。
時
間
が
か
か
る
と
商

店
主
も
地
元
で
の
営
業
再
開

を
諦
め
て
し
ま
う
」
と
指
摘

す
る
。
実
際
、
未
来
商
店
街

　

原
発
事
故
に
伴
う

警
戒
区
域
・
計
画
的

避
難
区
域
が
４
月
16

日
に
解
除
さ
れ
、
福

島
県
南
相
馬
市
で
は

避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
、
居
住
制
限
区

域
、
帰
還
困
難
区
域

の
３
区
域
に
再
編
さ

れ
た
。

　

新
た
に
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
と

な
っ
た
同
市
小
高
区

に
は
、
行
政
関
係
者
、

事
業
者
、
住
民
ら
が

事
業
や
生
活
を
再
開

し
よ
う
と
徐
々
に
戻

り
始
め
た
。
し
か
し
、

震
災
以
来
手
つ
か
ず

だ
っ
た
町
は
環
境
と

し
て
大
変
に
厳
し
く
、

さ
ら
に
電
話
・
水
道

な
ど
イ
ン
フ
ラ
面
の

復
旧
の
遅
れ
も
あ
り
、

住
民
は
苦
労
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
営
業

を
再
開
で
き
た
店
舗

も
ご
く
わ
ず
か
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、

復
興
庁
か
ら
の
要
請

南
相
馬
市

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
・
小
高
区

移
動
コ
ン
ビ
ニ
「
フ
ァ
ミ
マ
号
」
登
場

陸
前
高
田
未
来
商
店
街
か
ら
考
え
る

仮
設
商
店
街
の
課
題
と
未
来

都市計画を大枠で捉え
志のある商店から

一日でも早い復興を

２
０
１
４
年
度
か
ら
５
年
間

を
復
興
展
開
期
と
し
て
、
計

８
年
で
『
災
害
に
強
い
安
全

な
ま
ち
』、『
快
適
で
魅
力
あ

る
ま
ち
』
な
ど
６
項
目
の
目

標
を
達
成
す
る
復
興
事
業
計

画
が
あ
る
。
し
か
し
、
57

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
こ
の
復
興
計
画

に
対
し
、「
８
年
間
も
仮
設
で

商
店
を
維
持
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
？
」
と
、
小
笠
原

さ
ん
は
不
安
を
募
ら
せ
る
。

計
画
で
は
、
全
面
的
な
低
地

部
の
嵩
上
げ
な
ど
が
商
店
街

の
建
設
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る

た
め
、
迅
速
な
本
設
商
店
街

の
復
興
は
現
状
で
は
難
し
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
小
泉
准

教
授
は
「
未
来
商
店
街
の
よ

う
な
志
を
持
っ
て
新
し
い
商
店

街
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
個
別
に
復
興
さ
せ
て
あ

げ
れ
ば
い
い
。
都
市
計
画
の
大

き
な
フ
レ
ー
ム
を
決
め
て
お
け

ば
、
最
終
的
に
大
き
な
齟
齬

は
生
じ
な
い
は
ず
」
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、
本
設
へ
の
移
行
を

見
据
え
て
仮
設
商
店
街
を
設

置
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
仮

設
の
設
置
場
所
が
適
切
で
、

か
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
問
題
な

く
形
成
さ
れ
れ
ば
、
本
設
の

商
店
街
を
一
か
ら
作
り
直
す

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る

う
え
に
、
よ
り
安
定
し
た
持

続
可
能
な
商
店
街
の
形
成
が

期
待
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
予
定
を
早
め
て
本
設
に

移
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。『
平
等
を
期
す
た
め
』
な

ど
と
い
う
理
由
か
ら
画
一
的
な

復
興
を
目
指
す
こ
と
は
得
策

と
は
言
え
な
い
。

　

仮
設
商
店
街
に
お
い
て
重
要

な
こ
と
は
、
都
市
計
画
を
大
枠

で
満
た
し
た
う
え
で
の
柔
軟
性

と
即
時
性
だ
。
一
日
も
早
く
商

店
街
が
恒
常
的
な
活
気
を
得

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し

て
機
能
す
る
た
め
、
専
門
家
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
寄
り
添
っ
て
ソ

フ
ト
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
元
で
の

復
興
と
い
う
険
し
い
道
を
選
ん

だ
商
店
主
た
ち
の
志
が
果
た
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
後
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
大
震
災
で
は
、
さ
ら
に

組
織
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
企

業
の
大
き
な
役
割
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
の
炊
き
出
し
や
津
波
被
害

地
で
の
が
れ
き
片
付
け
な
ど
に
、
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
個
人

を
誘
導
し
て
く
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
必
要
で

し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
の
運
営
や
孤

立
防
止
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
集
約
の

お
手
伝
い
な
ど
は
、
組
織
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
。

　

企
業
活
動
が
な
け
れ
ば
、
生
活
が
復

旧
し
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
宅
配

便
。
ど
れ
が
欠
け
て
も
、
と
て
も
不
便

な
生
活
に
な
り
ま
す
。
企
業
も
、
被
災

地
へ
の
支
援
と
本
業
の
早
期
復
旧
に
が

ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
企
業
の
社
会

的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
い
う
言
葉
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
は
、
認
知
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
発
災
以
来
一
年
三
か
月
が
経

ち
、
次
な
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
住

宅
を
移
転
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
を
造
る
の
か
を
、
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の

公
共
施
設
は
、
行
政
が
責
任
を
持
ち
ま

す
。
し
か
し
、
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、

医
療
や
介
護
と
い
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

と
、
商
店
や
飲
食
店
な
ど
の
商
業
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
ま
ち
の

賑
わ
い
は
、
働
く
場
所
が
あ
る
か
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
つ
な
が
り
が
あ

る
こ
と
で
、
人
は
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
の
暮
ら
し
を
、

行
政
だ
け
で
復
興
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
町
内
会
、
さ

ら
に
は
同
窓
会
や
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
と

い
っ
た
集
ま
り
（
中
間
集
団
）
も
、
重

要
な
主
体
で
あ
り
仕
組
み
で
す
。

　

公
共
空
間
は
、
行
政
が
支
え
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
は
、
官
＝

政
治
シ
ス
テ
ム
と
、
私
＝
市
場
経
済
シ

ス
テ
ム
と
、
共
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ス
テ

ム
の
三
つ
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
、
得
意
分
野
を
受
け
持
つ
の
で

す
。
企
業
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
期
待
は
、
大
き
い
の
で
す
（
拙
著

『
新
地
方
自
治
入
門
』（
２
０
０
３
年
、

時
事
通
信
社
）
第
八
章
参
照
）。

　

復
興
庁
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携

班
と
企
業
連
携
班
を
つ
く
り
ま
し
た
。

復
興
の
場
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
と
連
携

し
、
い
か
に
う
ま
く
ま
ち
と
暮
ら
し
を

復
興
さ
せ
る
か
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言

う
と
、
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
公
」
の

新
し
い
形
を
つ
く
る
実
験
の
場
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
行
政
が
自
ら
の

限
界
と
、
得
意
分
野
へ
の
集
中
を
考
え

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
連
携
班
は
、
ま
だ
活
動
を
始

め
た
ば
か
り
で
、
手
探
り
の
状
態
に
あ

り
ま
す
。
復
興
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

欄
を
作
り
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
て
、

具
体
的
な
提
言
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
（
文
／
岡
本
全
勝　

復
興
庁
統
括
官
）

皆
さ
ん
の
働
き
が
、
社
会
を
変
え
ま
す
。

官
・
共
・
私
が
支
え
る
社
会
へ

政策
宮城県、「情報産業特区」認定
宮城県と仙台市など１７市町村が申
請していた、IT 系産業を対象とした

「民間投資促進特区」が１２日、復
興庁に認定された。

福島県、復興再生方針修正へ
福島県と県内市町村が要望を提出し
ていた「復興再生基本方針」の修正
案が２０日に固まった。７月中旬に
基本方針決定予定。

産業復興
南相馬市、国内最大メガソーラー
福島県南相馬市と東芝は、国内最大
規模の発電量となるメガソーラーを
建設するための協定書を結んだ。本
年度中に着工予定。

生活・まちづくり
みやぎ生協、困窮者に無担保融資
みやぎ生協は生活困窮者に向けた
資金融資を２０１３年度中に開始す
る方針を示した。無担保で年利９％
ほどを検討している。

釜石市、復興住宅着工
１４日、岩手県釜石市で復興住宅の
着工式が行われた。復興住宅の建
設は１１月から開始予定で計１２６戸
を整備する方針。

南三陸町、市街地機能を高台移転
宮城県南三陸町は、国の事業を活
用し、中心市街地を高台へ移転する
方針を示した。集約整備のための都
市計画を８月に決定予定。

漁業
大船渡市の漁協、ふ化場を再建
岩手県大船渡市の盛川漁協は、赤
崎町の全壊したさけ・ますふ化場の
復旧工事を完了した。震災前と同等
の養殖事業を行える見通し。

相馬双葉漁協、試験操業へ
福島県漁連は、相馬双葉漁協での放
射性物質不検出の検査結果から、漁
協の試験操業の実施を決定した。福
島県漁業再生の第一歩となる見込み。

原発・放射能
復興庁、「区域再生計画」提示へ
復興庁は 7 月に、避難解除準備区
域の復旧に対し「避難解除等区域復
興再生計画」の策定案を県と対象
市町村に提示する方針。

福島医大放射線センター設置へ
福島医大は２０１６年度までに設置
する方針だった放射線医療拠点の新
センターを予定を繰り上げ、今秋に
も設置することを決めた。

医療
厚労省、医療機器産業復興に着手
厚生労働省は、被災３県を医療機
器の産業拠点にする取り組みを始め
た。開発した医療機器の早期実用
のための資金と関連企業誘致も支援
する。

その他
宮城県、職員不足解消へ
宮城県の調査で判明した沿岸１５市
町村の４００人以上の職員不足につ
いて、県が代行で職員を採用する計
画を打ち出した。

仙台市がれき焼却、１３年に完了
仙台市内で焼却処理を進める２４万
トン の 災 害 廃 棄 物 に つ いては、
２０１３年５月末までに処理が完了す
るとの見通しを市が示した。

岩手県、がれき再利用案を提示
岩手県は、がれきの土砂などを公共
工事の盛り土や埋め立てに活用して
再利用する基準を記したマニュアル
案を各市町村に提示した。

6月12日～6月26日

を
受
け
、（
株
）
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
、
６

月
27
日
、
小
高
区
で
移

動
コ
ン
ビ
ニ
の
営
業
を

開
始
し
た
。
場
所
は
、

津
波
被
害
の
た
め
休
業

し
て
い
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
南
相
馬
小
高
店

の
駐
車
場
で
、
営
業
時

間
は
毎
週
水
・
金
曜
日

の
11
時
か
ら
14
時
ま
で
。

２
ト
ン
車
タ
イ
プ
の

「
フ
ァ
ミ
マ
号
」
は
、
食

品
や
日
用
雑
貨
、
計
約

２
０
０
種
類
の
商
品
を

揃
え
る
。

　

生
活
基
盤
が
な
け
れ

ば
住
民
は
戻
れ
な
い
、

住
民
が
戻
ら
な
け
れ
ば

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
再

開
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
、
避
難
指
定
解
除

の
街
が
抱
え
る
ジ
レ
ン

マ
を
、
実
質
的
に
も
気

分
的
に
も
払
拭
し
て
く

れ
そ
う
な
、
移
動
コ
ン

ビ
ニ
カ
ー
。
地
域
の
復

旧
・
再
建
に
果
た
す
役

割
は
大
き
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

仮設商店街『陸前高田未来商店街』の入り口商店街で衣料店を営む小笠原さん夫婦

が
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
震
災
後
１

年
近
く
経
っ
た
今

年
２
月
に
入
っ
て

か
ら
。
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
は
今

年
秋
を
予
定
し

て
い
る
が
、
手
続

き
や
建
設
の

遅
れ
か
ら
そ

れ
以
降
に
ず

れ
込
む
可
能

性
も
あ
る
と

い
う
。

　

陸
前
高
田

市
に
は
、
２

０
１
１
年
度

か
ら
３
年
を

復
興
整
備
期
、

南相馬市の避難区域見直し

南相馬市南相馬市

小高区小高区

福島県福島県
20km
警戒区域
20km
警戒区域 福島第1原発福島第1原発

避難指示解除
準備区域
避難指示解除
準備区域

帰
還
困
難
区
域

帰
還
困
難
区
域

居
住
制
限
区
域

居
住
制
限
区
域
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2

5
4

の
被
害
に
加
え
、
今
も
日
々
町

民
が
こ
の
町
を
去
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
町
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
が
れ
き
を
盛
り
土
と

し
て
利
用
し
防
潮
林
を
整
備
す

る
「
鎮
魂
の
森
公
園
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
交
付

金
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、

町
と
し
て
全
国
か
ら
寄
付
を
集

め
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
樹

木
に
よ
る
津
波
被
害
軽
減
と
と

も
に
、
景
観
の
維
持
、
そ
れ
と

犠
牲
者
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
る
鎮
魂
や
震

災
記
憶
の
風
化
防
止
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

—
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
町
民
参
加
を

ど
う
促
し
ま
す
か
？

　

住
民
の
方
々
か
ら
「
行
政
は

何
を
し
て
い
る
ん
だ
」「
計
画
や

制
度
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
声
も
頂
き
ま
す
。
と
に
か

く
情
報
共
有
を
進
め
て
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
示
し
、
現
在
地
を

分
か
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
進
め
て

い
る
住
民
説
明
会
や
懇
談
会
に

加
え
、
さ
ら
に
役
場
が
外
に

「
打
っ
て
出
る
」
必
要
が
あ
り
ま

す
。
６
月
30
日
に
町
の
中
心
部

の
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
マ
ス
ト

２
階
に
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
情

報
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
や
模
型
、
映
像
を
利
用

し
て
紙
で
の
説
明
だ
け
で
は
分

か
り
づ
ら
い
部
分
を
補
完
す
る
と

と
も
に
、
常
勤
の
相
談
員
を
配
置

し
て
町
民
が
必
要
な
と
き
に
情
報

に
触
れ
て
相
談
で
き
る
、
新
た
な

情
報
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
参
加
で
き
る
場

を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
15
年
前
、
大
槌
町
は
「
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
で
天
皇

皇
后
両
陛
下
と
約
２
万
人
の
来
場

者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
の
日

の
た
め
に
、
１
年
以
上
か
け
て
町

一
丸
と
な
っ
て
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
準
備
を
行
っ
た
と
い

う
、
か
け
が
え
の
無
い
無
形
の
財

産
が
残
っ
て
い
ま
す
。

—

産
業
復
興
に
お
け
る

施
策
は
？

　

大
企
業
の
誘
致
も
い
い
け
れ
ど
、

地
元
で
企
業
を
起
こ
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
新
規
事
業
創
出

や
起
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
秋
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
会
社

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
町
有
林
を
住

宅
等
へ
活
用
し
て
い
く
林
業
の
モ
デ

ル
や
、
外
部
か
ら
の
交
流
人
口
を

増
や
し
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
な
ど
を
行
っ
て
行
き
た
い
。
ま

た
役
場
内
も
、
民
間
と
の
連
携
を

強
め
る
た
め
に
も
７
月
よ
り
外
部

と
の
調
整
を
行
う
総
合
調
整
企
画

部
を
つ
く
る
予
定
で
す
。

　

産
業
を
起
こ
し
て
新
し
い
ま
ち

を
つ
く
る
の
は
、
役
場
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
「
開
か

れ
た
行
政
」
を
行
う
こ
と
で
、
町

民
の
み
な
ら
ず
、
現
在
大
槌
町
に

集
ま
っ
て
き
て
頂
い
て
い
る
外
部
か

ら
の
企
業
や
大
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
叡
智
を
結
集
し
て
、

様
々
な
「
こ
と
起
こ
し
」
を
し
て

い
き
ま
す
。

に
何
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。
景

観
形
成
や
公
共
施
設
の
配
置
、

産
業
起
こ
し
と
い
っ
た
「
空
間

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
こ
れ
か
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

大
槌
町
は
一
昨
年
６
月
に
過

疎
指
定
さ
れ
た
町
で
す
。
震
災

—

8
月
末
の
町
長
就
任
か
ら

約
10
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

当
時
の
町
長
以
下
多
く
の
職

員
に
犠
牲
が
出
た
わ
が
大
槌
町

は
、
９
月
の
時
点
で
他
市
町
村

か
ら
「
周
回
遅
れ
」
で
し
た
。

１
０
０
０
年
に
１
度
の
大
災
害

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
慣
習

や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
に
迅
速

に
動
く
た
め
に
、
体
制
づ
く
り

か
ら
着
手
し
ま
し
た
。

　

役
場
内
の
組
織
を
産
業
振

興
・
調
整
・
復
興
の
大
き
く
３

つ
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、
部

長
制
を
導
入
し
、
意
思
決
定
の

迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た

復
興
計
画
策
定
に
お
い
て
は
町

内
10
地
区
で
復
興
協
議
会
を
つ

く
り
、
町
民
代
表
者
と
と
も
に
、

な
ん
と
か
年
内
に
議
会
承
認
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
町
民
へ
の
計
画
の
説
明
と

合
意
形
成
、
国
へ
の
復
興
交
付

金
申
請
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

—

今
後
の
重
点
施
策
は
？

　

整
備
し
た
土
地
の
基
盤
の
上

じ
め
と
す
る
多
く
の
若
者
が
、

町
長
自
ら
が
プ
レ
ゼ
ン
す
る
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。
今
ま
で
行
政
と
町
民
は
ど

う
し
て
も
対
立
し
が
ち
で
し
た

が
、
１
人
で
壇
上
に
立
っ
た
町

長
の
姿
に
空
気
が
変
わ
っ
た
の

を
感
じ
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
後

の
質
疑
応
答
で
も
色
々
意
見
が

出
ま
し
た
。
厳
し
い
も
の
の
中

に
も
「
町
長
頑
張
れ
」
と
い
っ

た
温
か
い
言
葉
も
あ
り
、
町
民

が
味
方
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
場
を
継
続
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
で
も
個
別
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
町

と
町
民
が
協
働
で
進
め
て
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
実
際
町
民
か
ら

は
「
こ
う
し
て
み
た
い
」
と
い
っ

た
声
も
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す

し
、
悲
観
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
復
興
な
ど
、

色
々
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
町
を
つ
く
る
の

は
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
人

同
士
が
交
わ
り
、
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
震
災
が
あ
り
、
本

来
の
人
間
の
姿
が
む
き
出
し
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
。

こ
の
意
識
で
、
大
槌
の
町
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
、
国
際
会
議
等
）
誘

致
な
ど
も
実
施
し
て
い
き
た
い

で
す
。
町
長
の
目
指
す
「
交
流

人
口
の
拡
大
」
の
た
め
に
も
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ま
ち
づ
く
り
の

大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
大
槌
を

背
負
う
若
者
世
代
へ
の
取
り
組

み
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
例
え

ば
7
月
か
ら
は
「
こ
ど
も
議

会
」
と
い
う
事
業
を
開
始
予
定

で
す
。
町
内
の
小
中
学
校
生
20

名
程
度
を
選
出
し
、
町
議
会
へ

の
参
加
や
模
擬
議
会
を
開
催
す

る
も
の
で
す
。
町
が
ど
う
で
き

て
い
る
の
か
学
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
町
へ
の
誇
り
と
、
町
の

将
来
を
担
う
と
い
う
意
識
を
醸

成
し
た
い
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
地
域
の
宝
で
す
。

震
災
後
に
高
校
で
住
民
会
議
を

し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
子
供

た
ち
が
「
大
槌
の
た
め
に
何
か

し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
高
生
か
ら
起
業
家
が
生
ま
れ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ

を
学
ん
だ
学
生
が
町
の
広
報
を

請
け
負
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
い
い
。
色
々
な
可
能
性
を

見
せ
て
、
仕
事
を
自
分
で
創
り

だ
す
よ
う
な
子
供
た
ち
を
育
て

た
い
で
す
。

—

ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民

参
加
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
高
校
生
を
は

—

今
ま
で
の
活
動
を

ど
う
振
り
返
り
ま
す
か
。

　

昨
年
11
月
の
団
体
設
立
か
ら
、

大
槌
町
に
お
け
る
様
々
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
行
い
、
産
業
と

生
活
の
再
建
を
目
指
し
て
来
ま

し
た
。
中
で
も
大
き
か
っ
た
の

は
、
飲
食
施
設
「
お
ら
が
大
槌

復
興
食
堂
」
の
運
営
で
す
。
何

よ
り
、
町
民
や
外
部
の
人
が
集

ま
る
「
場
」
が
で
き
た
。
昼
は

食
堂
と
し
て
、
時
に
は
役
場
の

人
の
打
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
、

ま
た
夜
に
は
地
元
の
若
い
世
代

が
集
ま
る
飲
み
屋
と
し
て
、
内

外
や
官
民
の
垣
根
を
越
え
た
交

流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
６
月
30

日
に
行
う
「
大
槌
あ
り
が
と
う

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」
も
、
お
ら
が
の

ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る

STANDING STANDING

が

主
催
で
す
が
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
こ
の
食
堂
事
業
も
、

で
き
れ
ば
年
内
に
は
食
堂
ス

タ
ッ
フ
に
引
き
渡
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
売
上

も
堅
調
で
す
し
、
関
わ
っ
た
人

が
こ
こ
で
の
立
ち
上
げ
の
経
験

を
元
に
自
立
し
て
い
く
の
が
理

想
で
す
。
事
業
創
出
に
お
い
て

は
、
お
ら
が
大
槌
は
あ
く
ま
で

き
っ
か
け
、
ハ
ブ
（
つ
な
ぎ
役
）

と
し
て
機
能
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

—

こ
れ
か
ら
の
施
策
は
？

　

ま
ず
は
こ
れ
ま
で
も
引
き
合

い
が
多
か
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

す
。
観
光
ニ
ー
ズ
と
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

要
素
を
入
れ
た
企
業
研
修
ニ
ー

ズ
、
双
方
に
応
え
て
い
き
、
将

来
的
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
大
規
模

　壊滅的な被害を受けた上に、当時の町長が
犠牲となりトップ不在で始まった大槌町復興の
歩み。復興の遅れが指摘されていたが、昨年
８月末に選出された新町長のもと、急ピッチ
で復興計画を策定した。今年に入っても住宅
再建へ向けた住民合意を進める傍ら、がれき

を利用し防潮林を整備する「鎮魂の森」事業
や、復興まちづくり会社の設立などの施策を
打ち出している。その中心にいる碇川（いか
りがわ）町長と、地元で活発にまちづくり活動
を行っている一般社団法人「おらが大槌夢広
場」阿部代表に、現状とビジョンを聞いた。

「おらが大槌夢広場」の事業全体図

町と町民が協働する
まちづくり

〜岩手県大槌町の挑戦に学ぶ〜

シンポジウム

大槌
こども議会

町の５小学校２中学校から
の代表 20 名の生徒が模擬
的に町議会を行う。民間の
資金を元に町議会、ＰＴＡ
や教育委員会の協力を得て
行う。

民間団体主催で行われた対
話の場。６月３日に行われ
た第１回は町民２５０人が
参加し、町長自らがビジョ
ンを語りかけた。今後も町
内外で開催を予定している。

復興まちづくり
会社

約５０００万円の設立資金
で今秋設立予定。町と商工
会、金融機関などが共同出
資し、碇川町長が代表とな
りまちづくり事業を行う。

鎮魂の森公園

震災で発生したがれきの上
に植樹して防潮林とすると
ともに、犠牲者の慰霊碑な
どを設置する。事業費は復
興への参加を促す意味も込
めて全国から寄付を募る。

上／シンポジウムの様子
中／鎮魂の森イメージ図
下／こども議会の準備風景

3
復興まちづくり

情報プラザ
復興に関する行政情報を提供す
る情報拠点として６月30日に設
置。パネルや模型を用意し、相
談業務も行い、研修等の場とし
ても活用する。行政、町民、外部
の情報と交流の拠点となる。

５つの

ホットトピック

大槌町
まちづくりの

大槌町民の心のケア等、公益的な
活動に資するセクション。将来は行
政の対等なパートナーとして、公益
社団法人化を目指す。

公共公益事業チーム ● 町方ゲルの運営
● こども議会の運営
● 大槌にグラウンドを
   つくろうPJ
● 復興資料館　等

被災地観光について包括的に担当
するセクション

大槌観光コンベンション
ビューロチーム

● 復興ツーリズムの醸成

今の被災地に必要な事業、便益が
期待できる事業について検討し、
実践するセクション

新規事業開拓チーム
● 植物工場等

目標の定まった緊急雇用者の独立を
支援するセクション（研修の斡旋等）

独立開業支援チーム
● おらが大槌浜工房
● おらが大槌復興食堂

まちづくりは、
人づくり。
ハブとなって人を
育てる。

阿部敬一 
おらが大槌夢広場 代表理事

interview 2

「開かれた行政」で
 協働しながら
 新しい町を創る。

碇川豊
大槌町長

interview 1
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福
島
県
に
夏
を
告
げ
る
風

物
詩
、
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
「
相
馬
野
馬
追
」。

こ
れ
は
相
馬
藩
の
始
祖
、
相

馬
小
次
郎
平
将
門
が
、
野
馬

を
敵
に
見
立
て
て
軍
事
訓
練
を

行
い
、
生
け
獲
り
に
し
た
野
馬

を
崇
敬
す
る
妙
見
神
に
献
上

し
て
戦
勝
を
祈
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

相
馬
野
馬
追
は
昨
年
、
中

止
こ
そ
免
れ
た
が
、
本
祭
で
あ

る
お
行
列
・
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ

う
）
競
馬
・
神
旗
争
奪
戦
は
行

わ
ず
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
っ
た
。
震
災
に
よ
り
人

馬
に
多
く
の
犠
牲
が
生
じ
た
こ

と
と
、
相
馬
三
社
の
う
ち
、
小

高
神
社
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

は
立
ち
入
り
禁
止
の
警
戒
区
域

に
、
太
田
神
社
（
同
市
原
町

区
）
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
半

径
20
～
30
㎞
圏
内
の
緊
急
時
避

難
準
備
区
域
に
あ
っ
た
た
め
だ
。

　

二
年
ぶ
り
の
「
完
全
開
催
」

を
目
指
す
今
年
、
相
馬
野
馬
追

に
欠
か
せ
な
い
甲
冑
武
者
が
背

中
に
背
負
う
旗
「
旗
指
物
」
を

制
作
す
る
唯
一
の
工
場
、
西
内

染
工
場
（
同
市
原
町
区
）
で
は

制
作
注
文
が
相
次
い
で
い
る
。

地
元
を
離
れ
避
難
生
活
を
送
る

方
や
、
津
波
で
流
さ
れ
喪
失
し

て
し
ま
っ
た
方
か
ら
、
新
規
の

制
作
依
頼
が
あ
る
た
め
だ
。

　

旗
指
物
は
個
々
の
家
や
一
族

を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦

陣
で
は
藩
主
が
兵
士
の
動
き
を

識
別
す
る
目
印
で
も
あ
っ
た
。

西
内
染
工
場
で
は
、
家
柄
や
郷

ご
と
に
異
な
る
柄
を
、
一
つ
ず
つ

御
旗
帳
（
写
本
）
を
確
認
し
な

が
ら
丁
寧
に
再
現
す
る
。
工
場

の
西
内
さ
ん
は
、｢

神
旗
争
奪

戦
で
、
旗
指
物
が
色
鮮
や
か
に

棚
引
く
様
、
御
神
旗
の
行
方
を

雲
雀
ヶ
原
の
祭
場
で
み
る
の
が

楽
し
み
だ｣

と
語
る
。

　

今
年
は
、
相
馬
地
方
の
宇
多

郷
・
北
郷
・
中
ノ
郷
・
小
高

郷
・
標
葉
郷
の
五
郷
か
ら
、
騎

馬
武
者
総
勢
４
０
４
騎
（
例
年

の
８
割
）
が
出
陣
。
小
高
区
に

あ
る
小
高
郷
と
双
葉
郡
の
標
葉

郷
は
避
難
先
か
ら
出
る
予
定
だ
。

一
千
数
余
年
受
け
継
が
れ
る
相

馬
野
馬
追
。
７
月
28
日(

土)

～
30
日(

月)

の
３
日
間
、
相

馬
三
社
・
雲
雀
ヶ
原
祭
場
他
で

開
催
さ
れ
る
。

■
執
行
委
員
会
Ｈ
Ｐ　

http://
www6.ocn.ne.jp/~nom

aoi/

（
文
／
松
本
久
美
子
・
ふ
く
し
ま
観

光
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）　

※
参
考
／
相
馬
野
馬
追
保
存
会
「
御
旗
帳
」 「神旗争奪戦」も二年ぶりに復活する

（
注
１
）「
マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
」

＝
復
数
の
関
係
者

（
注
２
）「
取
り
崩
し
型
基
金
」
＝
プ
ー

ル
し
た
資
金
を
必
要
に
応
じ
取
り
崩
す

仕
組
み
で
、
年
度
に
縛
ら
れ
ず
使
え
る

利
点
が
あ
る
。
阪
神
大
震
災
の
際
に
活

用
さ
れ
た
運
用
益
を
活
用
す
る
タ
イ
プ

の
基
金
は
、
現
在
の
低
金
利
で
は
有
効

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

多
か
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
は

「
除
染
」
だ
っ

た
。「
10
年

後
の
未
来
と

言
わ
ず
、
今

す
ぐ
」
と
い

う
声
も
あ
り
、

放
射
能
汚
染

と
い
う
問
題

を
抱
え
る
福
島
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
課
題
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
「
今
か
ら
踏
み
出
し
て
み
た

い
小
さ
な
一
歩
は
？
」
と
い
う

最
後
の
問
い
に
は
、
除
染
の
他
、

「
子
ど
も
の
保
養
」「
魅
力
的
な

街
づ
く
り
」「
福
島
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
」
と
、
や
は
り

原
発
事
故
・
放
射
能
被
害
に
関

連
す
る
課
題
が
多
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
例
え
ば
原
発
に

対
し
て
も
、
賛
成
・
反
対
と
、

人
に
よ
っ
て
意
見
は
分
か
れ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
の
は
、

そ
の
よ
う
な
意
見
や
立
場
の
違

う
多
様
な
人
々
が
、
解
決
の
た

め
の
方
向
性
を
共
に
探
っ
て
い

く
場
な
の
だ
。

　

対
立
で
は
な
く
、「
協
力
的

な
話
し
合
い
」。
こ
れ
こ
そ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
分
断
さ
れ

て
い
る
福
島
の
人
々
に
と
っ
て
、

今
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
違
い
な
い
。

（
取
材
・
文
／
遠
藤
惠
・
ふ
く
し
ま

連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
）

町
内
会
長
な
ど
、

地
域
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の

人
々
を
中
心
に

60
人
が
参
加
し

た
。

　

フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
進

行
の
も
と
、
４

～
５
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
し
合
う
。
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
は
大
き
な
模
造
紙
が
広
げ

ら
れ
て
お
り
、
話
し
合
い
の
内

容
や
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
留

め
た
り
、
落
書
き
を
し
た
り
し

て
も
い
い
。
自
由
な
ア
イ
デ
ア

が
浮
か
ぶ
仕
掛
け
だ
。

　

話
し
合
い
の
中
で
圧
倒
的
に

　
「
芋
煮
会
」。
福
島
や
東
北

の
一
部
で
は
な
じ
み
の
深
い
秋

の
恒
例
行
事
だ
が
、
こ
れ
を

冠
し
た
「
芋
煮
会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
も
の
が
行

わ
れ
て
い
る
。
主
催
す
る
の

は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
財
団
。

　

こ
の
「
芋
煮
会
」
に
は
二

つ
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
。
一
つ
は
、「
芋
煮
」
は
い

ろ
い
ろ
な
食
材
が
入
っ
て
一
つ

の
味
に
な
る
、
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
人
の
知
恵

や
考
え
を
持
ち
寄
っ
て
復
興
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
想
い
。
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、「
１
日
も
早

く
、
河
原
で
芋
煮
会
の
で
き
る

福
島
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
」。

　

今
回
は
、
６
月
23
日
、
福
島

市
で
２
度
目
の
開
催
と
な
っ
た

芋
煮
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
模
様

を
お
伝
え
し
た
い
。

　

テ
ー
マ
は
、「
未
来
の
た
め
に

今
、
解
決
し
た
い
こ
と
」。
行

政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
教
育
関
係
者
、

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

⑥

未
来
を
考
え
る
芋
煮
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

被
災
者
の
自
立
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
い
っ
た
大

き
な
課
題
の
解
決
に
は
、
官
民

が
連
携
し
、
支
援
を
中
長
期
に

わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
方
策
と
し
て
は
、

マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
注

1
）
に
よ
る
復
興
基
金
の
運
用

が
効
果
的
で
あ
る
。

　

  

総
額
１
９
６
０
億
円
の  

　
　
　
　

基
金
創
設

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

ま
ず
基
金
設
立
に
向
け
て
動
い

た
の
は
宮
城
県
で
あ
り
、
昨
年

８
月
に
は
１
６
０
億
円
の
取
り

崩
し
型
基
金
（
注
2
）
創
設
を
発

表
し
た
。
そ
の
後
、
各
県
か
ら

の
要
望
も
あ
り
、
同
年
10
月
17

日
に
、
総
額
１
９
６
０
億
円
に

上
る
「
取
り
崩
し
型
復
興
基

金
」
の
創
設
が
総
務
省
よ
り
発

表
さ
れ
た
。
基
金
の
運
用
に
つ

い
て
、
直
営
方
式
・
財
団
方
式

の
選
択
は
各
県
に
委
ね
ら
れ
、

結
果
と
し
て
い
ず
れ
の
県
で
も

直
営
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

全
体
で
９
県
２
０
０
以
上
の

市
町
村
に
振
り
分
け
ら
れ
た
復

興
基
金
だ
が
、
今
年
度
の
活
用

は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一

例
と
し
て
、
岩
手
県
大
船
渡
市

で
は
、
住
宅
を
自
力
再
建
す
る

被
災
者
向
け
に
敷
地
造
成
費
と

水
道
工
事
費
を
補
助
し
た
り
、

地
域
公
民
館
の
整
備
に
利
用
し

た
り
し
て
い
る
。
ま
た
福
島
県

い
わ
き
市
で
は
県
外
観
光
客
に

最
大
一
万
円
を
補
助
す
る
制
度

を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
事
例

が
出
始
め
て
い
る
も
の
の
、
使

い
道
が
定
ま
っ
て
い
な
い
市
町

村
が
多
い
の
が
現
状
だ
。

   　

 

財
団
法
人
を
設
立
し
た　
　

　
　
　

 

阪
神
・
中
越

　

阪
神
大
震
災
で
は
個
人
向
け

に
、
中
越
大
震
災
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
向
け
に
基
金
が
活
用
さ

れ
た
。
背
景
に
、
両
基
金
で
は

財
団
法
人
と
い
う
行
政
の
別
組

織
を
設
立
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
行
政
施
策
と
役
割

分
担
が
な
さ
れ
、「
公
的
設
備

マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る

復
興
基
金
運
用
の
必
要
性

「
取
り
崩
し
型
復
興
基
金
」
活
用
進
ま
ず

分析

よ
り
も
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

「
ハ
ー
ド
よ
り
も
ソ
フ
ト
」
と

い
っ
た
支
援
を
実
現
で
き
た
。

し
か
し
、
今
回
は
各
県
が
直
営

方
式
を
選
択
し
た
こ
と
で
基
金

が
行
政
施
策
と
一
体
化
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
・
事

業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
に
行

き
届
く
か
ど
う
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
に
よ
る
運
用
で
は
、

ハ
ー
ド
支
援
が
中
心
に
な
っ
た

り
、
公
平
性
を
重
ん
じ
て
迅
速

性
を
欠
く
懸
念
が
あ
る
。
一
方
、

民
間
で
は
特
定
の
分
野
・
対
象

の
支
援
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
行

政
支
援
と
の
重
複
が
生
じ
う
る
。

そ
の
た
め
、
行
政
・
住
民
・
事

業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
等
の
複
数
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
、
マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル

ダ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
い
て
、

基
金
が
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
こ
の
方
式
に
よ
り
、

被
災
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業

を
公
募
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
費
用

を
抑
え
た
事
業
を
組
み
立
て
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
財
団
法
人
を
別
途
立
ち

上
げ
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

10
年
に
わ
た
る
復
興
を
成
功

に
収
め
る
に
は
、
行
政
と
民
間

の
強
い
連
携
が
必
要
と
な
る
。

マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
型

の
復
興
基
金
は
そ
の
橋
渡
し
の

機
能
を
果
た
す
と
い
え
よ
う
。

（
分
析
・
文
／
藤
沢
烈
・
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復

興
支
援
チ
ー
ム
）

リレー連載 ⑤

たくさんの意見やアイデアが書かれた、
テーブルの上の模造紙

　バイパスのトンネルを抜けると、海側
に灰色のがらんとした土地が目に入ってく
る。ここ岩手県大槌町は、先の東日本大
震災による津波で壊滅的な被害を受けた。
　植田俊郎先生もまた、被災者の一人だ。
強い揺れの後、津波警報を知らずに、近
くに住む患者の様子を見に往診に出てい
た。水が見えるから逃げましょう！　という
周りの声で、なんとか自宅兼診療所の屋
上に逃げた。一瞬のうちに眼前は荒れた
海のようになり、綺麗な街は跡形もなく
なった。
　翌日、自衛隊のヘリコプターで救助さ
れた。透析患者に付き添って八戸の病院
に行き、避難所に戻った翌日から診察に
あたった。
　「診察って言っても、器具も薬もないか
ら血圧測って話を聴くだけ。この震災は死
ぬか助かるかで、重症者はほとんどいな
かったから、避難所で持病が悪化しない
ように診るぐらいしかすることもなかった
んだ。僕もこの町の一員だし、今まで食

わせてもらってきたわけだから、医者とし
てできる当たり前のことをしただけだよ。」
　そんな地元の医師、ＤＭＡＴやＪＭＡ
Ｔなどの医療支援チームの活動、さらに
搬送や輸送に関わった自衛隊や行政の力
もあって、薬や診療が途絶えて慢性疾患
で亡くなる患者さんはほとんど出なかった。
日頃から開業医と病院はもちろん、歯科
医や消防とも連携を取って活動してきたた
め、必要な支援が互いにイメージできた
からではないか、と植田先生は言う。
　「大槌はもともと医療過疎だったから、
普段から病院と開業医の関係が深かった。
昔から木曜の午後は医院を休診にして、
県立病院の病棟回診を行い、夕方からは
みんなで麻雀卓を囲む……。そんな関係
だから、こんなことがあっても協力しあえ
たんだと思う。」
　仮設とはいえ診療所を再開し、少しず
つではあるが地域の復興も進み始めた。
そんな現在の課題は、県立大槌病院の再
建だ。

　「大槌は医療拠点を失ってしまった。今
はＣＴや内視鏡を使うだけでも、救急車
で 30 分かけて釜石病院に行かなきゃな
らない。だから再建する病院は、絶対安
全な場所に作らないと。」
　もともと連携していた病院と地元の開業
医は、今回の震災を踏まえて「もっと良
い連携の形」を模索し始めている。日常
的な、病院と開業医の連携、そして他の
機関との関係作りが大事だということを強
く実感したからだ。復興への道のりは平坦
ではないが、地域の医療を支える体制が
しっかりと維持されていることは、この町
の大きな支えになるだろう。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

仮
設
診
療
所
か
ら
、

復
興
に
向
か
う
町
を
支
え
る

［6］記
事
提
供
＝
日
本
医
師
会

釜石

陸前高田

大船渡

盛岡

花巻

一関

遠野

宮古

山田

大槌

記事提供元
日本医師会発行『ドクタラーゼ』
ドクタラーゼは、日本医師会が、これか
らの医療を担う医学生を対象に発行して
いるフリーペーパーです。この記事は、
被災地の地域医療を支える医師の姿を、
全国の医学生に知ってもらうために作ら
れたものを転載しています。

写真＝岐部淳一郎

福
島
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相
馬
野の

ま
お
い

馬
追
の
「
旗は

た
さ
し
も
の

指
物
」



⑥

「
ふ
く
し
ま
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
働
ス
ペ
ー
ス
」

６月３日
開 所
支
援
の
活
動
拠
点
と
し
て
開
か
れ
た
場
を
提
供

限
り
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紙
面
に

落
と
し
こ
め
る
よ
う
努
力
し
て

き
た
。
新
聞
の
送
付
リ
ス
ト
を

眺
め
、
読
者
を
想
像
し
、
よ
り

伝
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
「
編

集
」
に
力
を
い
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
本
音
を
い
う
と
、
取
材

で
一
番
面
白
い
の
は
、
語
ら
れ
る

事
実
よ
り
も
、
語
る
「
人
」
自

身
だ
と
思
う
。

　

復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
、
現

場
で
求
め
ら
れ
る
情
報
が
変

わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
的
な
報
道
で
は
な
く
、

よ
り
細
分
化
し
専
門
性
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
き
た

情
報
で
あ
る
。
そ
の
情
報
が
、

ど
う
い
う
思
想
を
持
っ
た
、
ど

う
い
う
顔
を
し
た
人
が
発
信
し

た
の
か
も
知
っ
て
欲
し
い
。

　

我
々
の
新
聞
の
発
行
ペ
ー
ス

と
量
で
は
と
て
も
対
応
で
き
な

い
の
で
、
新
た
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
構
築
し
、
現
場
発
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

ウ
ェ
ブ
だ
と
、
頻
度
も
量
も
制

限
が
な
い
。
思
う
存
分
、
語
っ

て
い
た
だ
け
る
。
サ
イ
ト
の
名

前
は
、TOM

ORROW

（
ト
ゥ
モ

ロ
ー
）
と
し
た
。
少
し
未
来
的

で
、
少
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
。
で
も

重
過
ぎ
な
い
。

　

高
橋
博
之
の
思
想
、
藤
沢
烈

の
視
座
、
荒
井
優
の
や
さ
し
さ
、

玉
川
啓
の
誠
実
さ
を
読
ん
で
欲

し
い
。
大
藤
多
香
子
の
語
る
現

場
の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
。
と

て
も
紙
面
に
は
収
ま
ら
な
い
想

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。（
Ｔ
）

　

新
聞
を
創
刊
し
て
か

ら
半
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
数

多
く
の
方
に
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
出
来
る

　
「
ふ
く
し
ま
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
働
ス

ペ
ー
ス
」
が
、
福
島
市
Ｊ
Ｒ
福

島
駅
東
口
の
ビ
ル
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
運
営
す
る
の
は
、
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
福
島
事
務
所
。
支
援

側
の
情
報
交
換
や
連
携
を
進
め

る
拠
点
と
し
て
設
置
し
た
。

　

会
議
ス
ペ
ー
ス
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
、
さ
ら
に
パ
ソ
コ

ン
を
使
え
る
事
務
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
目
的
に
応
じ
て
無
料
で

使
用
で
き
る
。

　

事
務
所
を
持
て
な
い
県
内
の

団
体
や
、
福
島
に
拠
点
を
持
た

ず
に
活
動
し
て
い
る
県
外
・
海

外
の
団
体
が
、
事
務
所
代
わ
り

と
し
て
、
ま
た
出
張
時
の
活
動

拠
点
と
し
て
、
気
軽
に
使
用
で

き
る
。
福
島
駅
東
口
正
面
と
い

う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
多
く
の
利
用
が
あ
り
そ

う
だ
。

　

ま
た
、
土
日
は
全
館
を
貸
し

切
っ
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
可
能
。

こ
れ
ま
で
「
お
と
な
ア
ー
ス

デ
ィ
」
と
称
し
た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
映
画
『
内

部
被
ば
く
を
生
き
抜
く
』
の
上

映
会
等
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
福
島
事
務
所
の

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
情
報
提
供

●	きたかみ夏油高原ヒルクライム
今年は七夕開催！７日の夜には、ウェルカ
ムパーティー＆ヒメボタルの鑑賞会という
スペシャルコンテンツも。【スケジュール】
７月７日（土）：タイムトライアル、８日

（日）：ヒルクライム【場所】岩手県北上市
和賀町岩崎地内　夏油高原周辺【問い合わ
せ】実行委員会事務局　℡：０１９７（６１）
５６２１
●	東日本大震災	復興応援企画「こころ
を伝える絵手紙展」

阪神・淡路大震災の記憶と教訓をもとに、
“ 絆 ” と “ 防災 ” の大切さを伝えるため、
例年続けてきた「絵手紙展」。今回は、1
年をかけて神戸を中心に全国から集めた
８４３点を展示。【日時】７月９日（土）
～２９日（日）、９：３０ ～１７：００ （入
場は１６：３０まで）【入場料】無料【場

所】東京臨海広域防災公園 （そなエリア東
京）【ＨＰ】http://otobridge.org/2012/06/
etegamitokyo2012/
●	学習支援室「釜石S☆Cram	School
	 (スクラムスクール)」
釜石市内の中学生・高校生が、好きな時に
好きなだけ勉強ができる環境が整ってい
る。学習支援員として教育分野での活動経
験がある青年海外協力隊の帰国隊員が派遣
されるほか、月２回イベントも開催。【日
時】月・水・金１６時～２１時、土・日・
祝９時～１８時【場所】釜石市教育センター
3 階　生涯学習室【問い合わせ】釜石 S ☆
Cram School　スクールサポート担当 : 西
川　℡：０８０（８７０２）５５９２、Ｅ
メ ー ル：s.cram.school@joca.or.jp【ＨＰ】
http://www.joca.or.jp/activites/disaster/
tohokuearthquake/scramschool/

し
て
く
れ
る
こ
と
も
心
強
い
。

福
島
で
活
動
す
る
支
援
者
と
、

被
災
地
を
つ
な
ぎ
、
活
動
調
整

を
し
て
い
る
。
現
場
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
な
が
ら
、
今
後
、

福
島
の
復
興
を
さ
ら
に
促
進
さ

せ
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
・

登
録
等
が
必
要
。
詳
し
い
問
い

合
わ
せ
は
、
℡024

（573

）

1470

ま
で
。

宮城県南三陸町で話題を集めている「きらきら丼」キャンペーン。
「さんさん商店街」など複数の店がこだわりの丼で競う。現在はうに丼！

最大 24名利用可能な会議スペースは、
白を基調とした明るい雰囲気

今日はどれにしよう？

●
情
報
募
集

東
北
復
興
新
聞
ウ
ェ
ブ
版
の

「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
紙
版

よ
り
も
多
く
の
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
復

興
に
携
わ
る
皆
さ
ん
が
発
信
し

た
い
情
報
（
イ
ベ
ン
ト
・
告
知
・

募
集
な
ど
）
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
内
「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」

コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
尚
、
ウ
ェ
ブ
版
は
「
東
北

復
興
新
聞
」
で
検
索
を
！

●
ス
タ
ッ
フ
募
集

東
北
復
興
新
聞
を
共
に
つ
く
っ

て
く
だ
さ
る
、
記
者
・
ラ
イ

タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
中
で
す
。
経
験
よ
り
も

や
る
気
重
視
。
居
住
地
不
問
。

メ
ー
ル info@h-u-g.jp

ま
で
。

か
わ
ら
版

　

５
月
20
日
、
岩
手
県
釜
石
市
で
新

た
な
団
体
が
発
足
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
。
同
市
内
の

30
～
40
代
の
若
手
を
中
心
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
団
体
だ
。「
元
々
ま
ち
づ

く
り
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
未
来
に
対
し
て
ひ
と
り

ひ
と
り
が
ま
ち
を
創
る
責
任
が
あ
る

会
合
を
重
ね
、
政
策
提
言
や
具
体

的
な
企
画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
「
会
う
人
会
う
人
に
『
大
変
だ
ね
』

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
の
は

分
か
り
き
っ
た
事
、
だ
か
ら
誰
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

な
ら
ば
生
か
さ
れ
た
私
達
は
取
り

組
む
べ
き
な
の
で
す
！
」
熱
く
話

す
青
木
さ
ん
と
共
に
団
体
を
運
営

す
る
の
は
、
水
産
加
工
業
を
営
む

事
務
局
長
の
君
ケ
洞
さ
ん
と
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
西
条
さ
ん
。

震
災
後
に
知
り
合
っ
た
が
、
思
い

を
共
有
す
る
同
士
と
し
て
毎
週
役

員
会
を
開
く
。
全
く
違
う
個
性
が

集
ま
り
、
新
た
な
ま
ち
の
未
来
を

描
い
て
い
る
。

　
「
外
部
に
依
存
し
て
き
た
」
と
い

う
過
去
の
釜
石
か
ら
、
脱
却
し
た

い
と
願
う
地
元
住
民
の
思
い
を
形

に
で
き
る
か
。
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
。   

新 たな 釜 石 のために 立ち上 がった
熱き若 手 事 業 者 たち

（左から）事務局長の君ケ洞剛一さん、
代表の青木健一さん、西条佳泰さん

と
気
づ
い
た
」
と
話
す
代
表
の
青
木

さ
ん
ら
の
呼
び
か
け
に
、
約
30
名
の

市
民
が
賛
同
し
た
。

　

６
月
に
入
り
第
１
回
の
会
合
を
実

施
。
参
加
者
た
ち
は
、
震
災
前
か
ら

の
釜
石
へ
の
思
い
や
、
こ
れ
か
ら
あ

る
べ
き
釜
石
の
姿
に
つ
い
て
熱
い
意

見
を
交
換
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に

ＮＥＸＴ   ＫＡＭＡＩＳＨＩ
ネ ク スト カ マ イ シ
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